別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名:「ぎふ起業家育成塾」開催事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
商工労働部　モノづくり振興課　モノづくり担当　電話番号：058-272-1111（内3093）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
	事業費


要求額：3,100千円（前年度予算額：3,100千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　県内で熱意を持って本格的に起業や新分野進出を目指している方を支援するため、ビジネスプランの作成や経営戦略の立案など実践的な研修を行う「ぎふ起業家育成塾」を開設する。当育成塾においては、起業・新分野進出に必要な知識を身につけるため、専門的・実践的な講座、講師やアドバイザーによる個別指導型のビジネスプランのブラッシュアップ等により、更なる起業意欲を喚起し、情熱と志を持った起業家、企業人を育成する。
　・開催期間：１０～１月の土曜日午後（合計13日間、各３時間）
  ・定  　員：１０名程度
  ・受 講 料：１０，０００円
  ・内  　容：講話・講演、座学（経営戦略、資金計画、マーケティング、人材育成、
経営革新など）、プラン個別指導・発表会
	２　所要経費


「ぎふ起業家育成塾」開催事業費（3,100千円）
　主な経費は以下のとおり

・講師謝金（2,030千円）

・旅費（170千円）

・会場使用料（100千円）

・広告宣伝費（840千円）　ほか
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


平成20年度から当塾を開講しているが、初年度実績は、塾生６名参加のうち、平成21年４月に３名が新規開業した。平成21年度受講生についても、12名参加のうち３名が新規開業するなど、ビジネスプランの個別指導を実践することで、実際の起業への近道となる効果的なゼミを開催している。

平成22年度は、修了生を対象にしたフォローアップ研修も行い、塾生同士の交流も深め、情報交換の場を創出。また、平成23年度は、これから起業を目指す方、または起業に関心のある方を対象とした公開講座、『起業チャレンジ・シンポジウム』を新たに開催し、約40人が参加。この内、下半期に開催のビジネスプラン作成講座には13名の参加があった。
	３　これまでの取組に対する評価


　当事業は、企業を担う人材の裾野を広げるばかりでなく、産業の新陳代謝の促進と新しいセンスを持ったユニークな新規産業・新規事業の創造性を高めていくこととなり、岐阜県の「多様で活力ある産業社会」の構築に資するものである。
近年の経済情勢による起業マインドの冷込みという現状はあるものの、創業者の支援については、将来の岐阜県における産業の多様化、新たな雇用創出、企業経営者の育成といった面でも大変重要である。
また、創業に関する知識を勉強し、実際に起業を果たしたいというニーズは確実に存在しているため、本事業では、比較的長期のゼミ形式の講座を用意し、グループワークと個別指導をバランスよく取り入れている。創業に確実に結びつけるためのビジネスプランを練り上げていく作業は、当塾参加者から６名の起業家を輩出した実績に効果的に働いたと考えられる。

講座内容に関しては、受講者のニーズを取り入れるなどして随時見直しを図っているところであり、修了生からも高評価を得ている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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